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目的と方法
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• 目的

- 2四半期先までの完全失業率の高精度の予測

− 失業率モデルの2021年第2四半期データを受けての更新

• 方法

- 完全失業率を被説明変数とする説明力の高い予測用

重回帰モデルの開発

- 予測精度を確保する為の予測サブモデルの開発
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予測モデル概要
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• 1期・2期先完全失業率を予測する重回帰モデル

• 説明変数として当期以前指標・短観見通しを利用する

• 説明変数，符号条件，モデルは選択（AIC）

出典：「時系列統計データ検索サイト」（日本銀行）
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Inputデータ
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指標名 出典 URL

完全失業率 総務省統計局「労働力調
査 長期時系列データ」

https://www.stat.go.jp/dat

a/roudou/longtime/03rou

dou.html

実質実効為替レート

日本銀行時系列統計デー
タ検索サイト

https://www.stat-

search.boj.or.jp/

新規_長期_国内銀行(貸出
金利)

短観_貸出態度_中小企業_

全産業

短観_雇用人員_中小企業_

全産業

実質実効為替レート

https://www.stat.go.jp/data/roudou/longtime/03roudou.html
https://www.stat-search.boj.or.jp/
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予測公表の速報性確保における問題点
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• 公表時点における未公表データ

− 6月の貸出約定平均金利

（新規・長期・国内銀行）

− 6月の実質実効為替レート

− 2021年第4四半期の雇用人員DI

→ サブモデルにより予測を行う[参考1]
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1期先予測モデルのGLS・MM推定の結果
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• GLS・MM推定値：全係数の符号条件合致

- 自由度修正済決定係数：0.98

• 回帰診断結果 : 異状無し

- 誤差項の不均一分散：BP=7.4146 ，p値=0.3870

- 誤差項の自己相関：DW=1.8230 ，p値=0.1485

- 多重共線性：最大VIF < 10

説明変数 定数項 雇用DI

当期
雇用DI

前期
雇用DI

2期前
雇用DI

3期前
貸出態度

2期前
貸出金利

2期前
為替
1期前

符号条件 無し ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋

推定値 3.5224 0.0082 0.0066 0.0066 0.0106 △0.0276 0.1772 0.0067

p値 3.1e-14 0.0075 0.0331 0.0232 0.0056 0.0007 0.2385 0.0703

説明変数 雇用DI

当期
雇用DI

前期
雇用DI

2期前
雇用DI

3期前
貸出態度

2期前
貸出金利

2期前
為替
1期前

VIF 2.4385 2.5379 2.3170 2.1747 4.0574 2.7622 2.7266
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2期先予測モデルのGLS・MM推定の結果
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• GLS・MM推定値：全係数の符号条件合致

- 自由度修正済決定係数：0.98

• 回帰診断結果 : 異状無し

- 誤差項の不均一分散：BP= 7.0517，p値= 0.4235

- 誤差項の自己相関：DW=1.8688 ，p値=0.1966

- 多重共線性：最大VIF < 10

説明変数 定数項 雇用DI

当期
雇用DI

前期
雇用DI

2期前
雇用DI

3期前
貸出態度

2期前
貸出金利

2期前
為替
2期前

符号条件 無し ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋

推定値 3.4989 0.0094 0.0066 0.0053 0.0101 △0.0275 0.2420 0.0060

p値 4.6e-13 0.0027 0.0414 0.0813 0.0078 0.0010 0.0982 0.1050

説明変数 雇用DI

当期
雇用DI

前期
雇用DI

2期前
雇用DI

3期前
貸出態度

2期前
貸出金利

2期前
為替
2期前

VIF 2.4801 2.7168 2.5696 2.3154 4.6920 2.5242 2.4284
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完全失業率の予測結果

8

- 完全失業率はQ2実績値よりも大きくなる予測だが，Q3・Q4にかけ
て概ね横ばいとなり，尚低水準に止まる

- 最悪の場合（95％予測信頼区間上限値）でも，尚推定対象期間平均
程度の水準に止まる

'20-Q3
実績

'20-Q4
実績

'21-Q1
実績

'21-Q2
実績

'21-Q3
予測

'21-Q4
予測

信頼区間上限 ― ― ― ― 3.8128 3.7079

実績・予測 2.9466 3.0130 2.8155 2.9265 3.0939 3.0580

信頼区間下限 ― ― ― ― 2.3750 2.4081
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まとめ
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• 完全失業率の特徴

- 2000年代前半・世界金融危機時に比べて，コロナ禍の失業率が低
水準に止まっている主因は，景気拡大長期化に伴う雇用需要の長期
拡大である

- 貸出態度軟化，金利低下，為替レート低下も寄与

- その他就労を諦めた人が増えたことによる労働力人口の減少，雇用

調整助成金の拡充，転職需要[1]の影響も考えられる

• 完全失業率の予測結果
- 完全失業率はQ2実績値よりも大きくなる予測だが，Q3・Q4にか

けて概ね横ばいとなり，尚低水準に止まる

- 最悪の場合（95％予測信頼区間上限値）でも，尚推定対象期間
平均%程度の水準に止まる

[1] https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=67724?site=nli

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=67724?site=nli
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留意点
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• 本予測モデルの結果は，説明変数として用いられた日銀4月

短観のデータに基づき，今後の緊急事態宣言・東京五輪に

よる景気刺激効果・企業の息切れ倒産[2]の状況により上下す

る可能性がある

[2] https://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20210806_02.html

https://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20210806_02.html
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[参考1]予測サブモデルに基づく予測結果
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• 6月の貸出約定平均金利

• 6月の実質実効為替レート

• 2021年第3四半期雇用人員DI

2021-Q3
短観予測値

2021-Q4
予測値

雇用人員DI △21 △15.19

月
5
実績

6
予測値

貸出約定平均金利 0.6704 0.7497

月
5
実績

6
予測値

実質実効為替レート 70.8411 70.4332


